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ハ ツ カ ネズ ミの 表皮 メ ラ ノサイ トの 分化の パ ター
ン

の 遺伝的変異 に つ い て

広部知 久 （岩手大 ・教育 ・生物）

Gene ヒic　 variations 　in　th 巳 dlfferentiation　pattern

of　 m 。 ・・e　epide ・m ・l　melanocy 亡e

TOMOHISA 　 HIROBE

　 c57BL ／10J 系 の ブ ラ ッ ク の ハツ カ ネ ズ ミ に お い

て ，出生後か らの 表皮 メ ラ ノ サ イ トの 分化 の パ タ
ー

ン は ，生後3，4日を ピ ー
ク に

一
過性 の 消 長 を 示 す 。

未 分化 な メ ラ ノ ブ ラ ス トは 生後 1 ，2 日に 多 く，そ

の 後は メ ラ ノ サ イ トへ と分化す る た め 減少す る （第

46回 大会）。今回 調 べ た C3HfHe 系の ア グ チ の ハツ

カ ネ ズ ミ に お い て ，表 皮 メ ラ ノ サ イ トの 分化 の 時期

は， C57BL ／10J 系 とま っ た く同様 で あ っ た が，表

皮 メ ラ ノ サ イ ト ・メ ラ ノ プ ラ ス ト数 は 相 違 が あ っ

た
。 生 e’　3 日 の 表 皮 メ ラ ノ サ イ ト数及 び メ ラ ノ プ ラ

ス ト数は ，o．1mm2 表皮あた りそれぞれ，　 c5．　7BL ／10J

系 が 81．5，42．1，C3HfHe 系 が 7．89，25．6で ，
　C3H ／

He 系 で は 未分化 な メ ラ ノ プ ラ ス トが表皮 に 残存す

る 割合 が 高か っ た 。c57BL／ユOJ 系 と同様に ，　 c3H 〆

He 系に お い て も，生 螢 1 ， 2 日 の メ ラ ノ ブ ラ ス ト

は Ia

−MSH （1μg／g 体重），　 DBcAMP （3epg／g 体

重）に よ っ て ほ とん どすべ て メ ラ ノ サ イ トへ と分化

した 。 した が っ て，C3H ／He 系 の ハツ カ ネ ズ i の 表

皮 メ ラ ノ ブ ラ ス トは MSH に 対す る リ セ プ タ ーが 量

的 に 少 な い の で は な くて ，正 常 MSH 量 が 褒皮 に 少

な い と考えられ る 。 表皮 メ ラ ノ サ イ ト数 とメ ラ ノ ブ

ラ ス ト数 に 両系統間 で 差 が あ る こ とか ら，MSH の

生産量 を 支配す る 遺伝的要因 と表皮 に 侵 入 す る メ ラ

ノ ブ ラ ス ト数を支配す る遺伝的要因が仮想 され る 。

両系統 の 交配 の 結果 ，F1で は 生 後 3 日 の 表皮 メ ラ ノ

サ イ ト数 は ，43．4，表 皮 メ ラ ノ ブ ラ ス ト数 は ，
37．5

と い ずれ も中 間値を 示 した 。 よ っ て MSH 量 もメ ラ

ノ ブ ラ ス ト数 も遣伝 子 的 に コ ノ ト ロ
ー

ル さ れ て い る

可 能 性 が あ る。将来 F2と もど し交配 の 結果 が 出 れ ぽ

単
一

の 遣伝子 か ど うか が 判明す る と思 わ れ る。

魚 の 虹色素 胞 に お け る 反射小板の 形成過程 II．プリ

ン の 沈積
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YOSHIHISA 　KAMIs 田 MA

　虹細胞反射小板形成 の 初期変化に つ い て は 前大会

で 小板限界膜 が 本来二 重構造 を 有す る こ と，こ の 膜

が ER 由来 で あ る こ と，小板 前 駆 体 （preiridOsome ）

内部に Pボ ソ ー
ム 様粒 子 が観察され る こ と等 を 報 告

し，プ リ ン 沈積に お け る細胞成 分 の 直接 の 関与を 示

唆 した 。 しか し反射小板へ の プ リ ン の 実際 の 沈積は

小板 自身の 硬化や 脆体化 を もた らす た め，こ の 過 程

の 微細構造的 解 析 を 困難 に し て い た
。 今回主 に 使用

した イ カ ナ ゴ （Animedytes） の 皮膚虹細胞 は プ リ ン

沈積の 少 な い 小板 を多 く有 して お り，小板 自体 の 薄

切 が 可能 で あ り ，
こ の 過程 の 電顕的追跡 に は 都合 が

良 い 。

　イ カ ナ ゴ 虻 細 胞 の 反射小板 もカ エ ル や コ イ の 場合

と同 じ く初期 に は 明 ら か な 二 重 限界膜を持 っ た 胞体

で あり，その
一

端 に に 開 口 部が観察され る。こ の 胞

体は や が て 厚 さ約 70nm の
一

定 の 大 ぎさの 中空 の 小

板前駆体 とな り 50〜100nm の 間隔 に 配列 され る 。

プ リ ン 沈積 の 初 段 階 の 変化 は こ の 小 板 前 駆 体内部へ

の 電子密度 の 高 い 線維状物質 の 出現 で あ る 。 こ の

物質 は 胞体内膜問 に 内腔 を横切 る 様 に
一

定間隔 で 現

れ る の で こ の 段階で の 前駆体横断饌 は 特微的 な梯子

状構造 を 呈 す る 。
こ の 周期的 な構造は 最初径 15nm

の 細 い線 維 で あ る が，発達に つ れ て 太 さを 増す 。 こ

の 時期の 前駆体 の 水平断面鰾 は 4 〜 6 角 形 を示 し，

横断像に 見 られ る 特徴的 な周 期構造 に 相当す る細 い

線維 の 同心的 な構造が現れ る 。 した が っ て こ の 構 造

は 厚さ 15nm ，巾 70〜100mn の 薄 い テ
ープ状 の もの

と考 え られ る。す な わ ち小板前駆体 で の ブ リ ン の 沈

積は ，内膜間に テ
ー

プ 状 の 高電 子密度 の 物質 が 同 心

的 に 沈 積す る の に は じ ま り，や が て こ の 構造は 厚 み

を 増 して 隣接の 構造 と融 合 し 前駆 体内腔全体を満 し

て 反射小板 とな る。
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